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I. 観光を取り巻く状況 

1 全国の状況 
1.1 将来推計人口 

全国の人口は 2010年以降減少傾向にあり、推計によると今後約 40年でさらに減少する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.2 国内旅行の動向 
国内旅行観光客数は近年横ばいで推移していたが、令和 2年（2020年）の新型コロナウイルス感

染症の感染拡大により、観光需要が大きく減少した。 
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1.3 観光が地域経済に与える効果 

①観光交流人口増大の経済波及効果（2019 年） 
家計調査によると人口 1 人あたりの年間消費額は 130 万円であり、定住人口が 1 人減少すると

130万円/年の消費が減少する。この減少分を旅行消費額に置き換えると、外国人旅行者 8人分また
は、国内旅行者（宿泊）23人分、または国内旅行者（日帰り 75人分となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②旅行消費額の経済波及効果（2019 年） 
観光庁によると、令和元年の旅行消費額は総額 29.2億円とされており、これにより観光産業の需

要が他産業にもたらす経済波及効果は約 1.9 倍の 55.8 兆円、雇用誘発効果は 456 万人と試算され
る。 
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図表 観光交流人口増大の経済波及効果 

図表 旅行消費額の経済波及効果 

出典：観光庁「旅行・観光産業の経済波及効果に関する調査研究」 
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1.4 新型コロナウイルス感染症拡大による影響 

①居住地域エリア別地域ブロック内の域内旅行者割合 
  近隣地域内での旅行観光の割合は、令和元年（2019年）から令和 3年（2021年）にかけて、すべ
てのエリアで増加傾向にある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②同行者の割合の推移 
 
 
 
 
 
 

③宿泊日数の推移 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

④交通手段割合の推移 
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夫婦・パートナーの割合が増加し、同僚や友人の割合
が減少した。 

1泊の割合が増え、2泊以上の割合が減少した。 

交通手段は、「鉄道・モノレール」「新幹線」「航空」などの公共交通機関が減少し、「自家用車」が増加した。 
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1.5 富裕旅行市場 

①富裕旅行の市場規模 
欧米豪 5市場の富裕旅行消費額の規模はアメリカが 2.5兆円と最も大きい。 
消費額単価は 6万円/人回と、訪日旅行全体平均の約 9倍。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②富裕旅行者の価値観 
「ラグジュアリー」の定義・価値

観は変化・多様化しており、大きく
分けると Classic Luxury（従来型）
と Modern Luxury（新型）の志向
（マインドセット）が存在する。 

 
 
 
 

志向の特徴と同様に、消費性向（旅行タイプ）にも多様化がみられ、旅行の全ての費目で高額消費
を行う All Luxury Travel と、優先度の高い事柄に重点的に投資をする Selective Luxury Travel とい
う形態に分けられる。  

 
 
 
 
 
 
 
  

出典：JNTO「富裕旅行市場に向けた取組について」 
JNTO「H29富裕層旅行市場調査結果」 

例） 
●高級ホテルには宿泊しないが、プライベートガイド等のサービス
を利用。 

●自ら情報収集を行い、エージェントを利用する場合は、詳細な旅
行先まで指定する。 

●日本の田舎・地方や、ものづくり体験等を好み、最低限のものし
かない場所に宿泊することもある。 

●ミレニアルズを中心とした若者層、アーリーリタイヤ世代等の体
験型旅行、周遊旅行が中心。 

例） 
●飛行機はビジネスクラス以上、ホテルは 5つ星のラグジュアリー
ホテル、プライベートガイドをつける。 

●馴染みのトラベルエージェントに旅行先を伝え、提案を受け、手
配まで依頼する。 

●自ら手配したグローバルチェーンのホテルに滞在、スパ、ショッ
ピングを行う。 

●富裕層向けパッケージ商品を利用する 
 （ビジネスクラス以上利用）休息とリラクゼーションが中心。  

旅行の全ての項目で高額消費を行う 優先度の高い事項に重点的投資する 

All Luxury Travel Selective Luxury Travel 

図表 富裕旅行者の消費性向（旅行タイプ） 

・欧米豪 5市場において、全海外旅行者のうち 1％の富裕旅行者が、海外現地での消費額全体のうち 13.1％を消費しています。
市場別にみると、消費額の規模ではアメリカが最も大きく、全体の半分を占めています。 
また、ヨーロッパ（イギリス、ドイツ、フランスの合計）も約 2 兆円規模のマーケットとなっています。 

※着地で 100万円以上支払っている旅行を富裕旅行として集計 
※クレジットカード会社決済集計データに基づき、UNWTOデータを用いて拡大集計 出典：JNTO「H29富裕旅行市場調査」 
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図表 富裕旅行者の志向（マインドセット） 

出典：JNTO「富裕旅行市場に向けた取組について」、JNTO「H29富裕層旅行市場調査結果」 
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2 大田市の状況 
2.1 大田市の将来推計人口 

「大田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」における将来人口推計では、令和 22 年（2040
年）の本市の総人口は 26,470 人と現在より約 3 割の減少が予測されており、人口減少の傾向は今
後も続くものとされています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2 大田市の地域内消費額と地域住民消費額の推移 
2010年、2013年、2015年は地域住民消費額よりも地域内消費額の方が大きく、消費は流入して

いる。2018年の流出率は 2.4%となり、流入から流出に転じている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

大田市総人口：2020年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、 
2015年以降は「大田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」（平成 27年 10月）による推計値 
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図表 大田市の将来推計人口 
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2.3 大田市の観光消費額の経済波及効果 
大田市の令和元年（2019年）の観光消費額は

約 25.2億円であり、この観光消費額が県内に及
ぼす経済波及効果は 1.28倍の 32.2億円、雇用誘
発効果は 381人と推計される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.4 インバウンドの状況 
コロナ以前の訪日外国人旅行者数は堅調に増加しており、大田市でも同様の傾向がみられる。ま

た、大田市は全国と比較して、欧米、オセアニアからの割合が大きくなっている。 
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出典：大田市観光動態調査 
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図表 訪日外国人旅行者数の推移・大田市外国人宿泊客延べ数の推移 

欧州
1,987

（6.2％）

欧州
1,987

（6.2％）

東アジア
4,459

（14.0％）

東アジア
4,459

（14.0％）

ベトナム 495 (1.6%)ベトナム 495 (1.6%)

インド 176 (0.6%)インド 176 (0.6%)
その他アジア 449 (1.4%)その他アジア 449 (1.4%)

オセアニア
722

(2.3％)

オセアニア
722

(2.3％)

フィリピン 613(1.9%)フィリピン 613(1.9%)

シンガポール 492(1.5%)シンガポール 492(1.5%)
インドネシア 413(1.3%)インドネシア 413(1.3%)

タイ
1,319(4.1%)

タイ
1,319(4.1%)

マレーシア 502(1.6%)マレーシア 502(1.6%)

北米
2,099

（6.6％）

北米
2,099

（6.6％）

アジア
22,360

（70.1％）

アジア
22,360

（70.1％）

中国
9,594

（30.1％）

中国
9,594

（30.1％）

香港
2,291

（7.2％）

香港
2,291

（7.2％） 韓国
5,585

（17.5％）

韓国
5,585

（17.5％）台湾
4,891

(15.3％)

台湾
4,891

(15.3％)

アメリカ
1,724

（5.4％）

アメリカ
1,724

（5.4％）

カナダ 375(1.2%)カナダ 375(1.2%)

R1 全国
訪日外客数

31,882 千人泊

R1 全国
訪日外客数

31,882 千人泊

イギリス 424(1.3％)イギリス 424(1.3％)
フランス 336(1.1％)フランス 336(1.1％)
ドイツ 237(0.7％)ドイツ 237(0.7％)
ロシア 120(0.4％)ロシア 120(0.4％)
その他ヨーロッパ 869(2.7％)その他ヨーロッパ 869(2.7％) その他オセアニア 100(0.3％)その他オセアニア 100(0.3％)

オーストラリア 622(2.0％)オーストラリア 622(2.0％)

出典：日本政府観光局（JNTO） 

シンガポール 32(2.4％)シンガポール 32(2.4％)
タイ 12(0.9％)タイ 12(0.9％)

マレーシア 9(0.7％)マレーシア 9(0.7％)

その他
アジア

161(12.2％)

その他
アジア

161(12.2％)

その他
オセアニア
144(10.9％)

その他
オセアニア
144(10.9％)

オーストラリア
60(4.5％)

オーストラリア
60(4.5％)

フランス
65

（4.9％）

フランス
65

（4.9％）

イギリス 27(2.0％)イギリス 27(2.0％)
ドイツ 28(2.1%)ドイツ 28(2.1%)

ロシア 1(0.1%)ロシア 1(0.1%)

欧州
221

（16.7％）

欧州
221

（16.7％）

東アジア
214

（16.2％）

東アジア
214

（16.2％）

その他
33

(2.5%)

その他
33

(2.5%)

オセアニア
204

(15.4％)

オセアニア
204

(15.4％)

北米
107

（8.1％）

北米
107

（8.1％）

アジア
543

（41.1％）

アジア
543

（41.1％）

中国
228

（17.2％）

中国
228

（17.2％）

香港
100

（7.6％）

香港
100

（7.6％）
韓国

79
（6.0％）

韓国
79

（6.0％）

台湾
136

(10.3％)

台湾
136

(10.3％)

アメリカ
97

（7.3％）

アメリカ
97

（7.3％）

カナダ 10(0.8%)カナダ 10(0.8%)

その他
ヨーロッパ
100(7.6%)

その他
ヨーロッパ
100(7.6%)

R1 大田市
外国人宿泊客

延べ数
1,322 人泊

R1 大田市
外国人宿泊客

延べ数
1,322 人泊

出典：大田市観光動態調査 
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2.5 島根県全体から見た大田市の観光 

①観光入込客延べ数 
大田市の入込客延べ数は 1,044千人であり、県内で最も入込客延べ数が多い出雲市のおよそ 12分

の 1であった。エリア別でみると、三瓶エリアが最も多く 478千人、次いで大森エリアが 265千人
となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②観光地の認知度 
「世界遺産・石見銀山」が県内の主要な観光資源として知られている。三瓶山の認知度は約 3％と

なっている。 
 
 
 
 
 
  

図表 観光入込客延べ数 

出典：令和元年島根県観光動態調査 
地図：「国⼟数値情報（令和 3 年行政区域データ）」（国⼟交通省）を加⼯ 
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36.8 35.0
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18.8 16.8 16.8
5.9 5.8 4.0 3.4 3.5 2.7 3.0 1.5 1.6

73.4

36.3 32.1 28.2 26.8
18.5 16.2 15.1

6.2 5.4 3.7 3.6 3.0 2.7 2.4 1.7 1.5
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船
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ど
）
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島
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中
世
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田
の
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る
文
化
財

R3 第1回（n=2,086）

R3 第2回（n=2,074）

三
瓶
山

世
界
遺
産
・
石
見
銀
山

日
御
碕
、
稲
佐
の
浜
な
ど
の

夕
日
め
ぐ
り

松
江
城
や
周
辺
施
設

(

堀
川
遊
覧
船
な
ど
）

出典：島根県「しまね観光地魅力度調査」 

図表 島根県の観光地のうち、知っている事柄をお答えください（回答はいくつでも） 
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2.6 主な観光資源の分布 
大田市の観光資源は大きく「大森エリア」「三瓶エリア」「温泉津エリア」「仁摩エリア」「大田エリ

ア」の地域に分布している 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.7 エリアごとの体験プログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図表 主な観光資源の分布 

出典：平成 29年大田市新観光振興計画（R４加筆） 

大森エリア 三瓶エリア 温泉津エリア 仁摩エリア 

世界遺産センター 
大久保間歩ガイドツアー 
大森町並みガイドツアー 
龍源寺間歩ガイドツアー 

三瓶観光リフト（三瓶観光リフト） 
三瓶こもれびの広場 木⼯館/木⼯体験 
（三瓶こもれびの広場 木⼯館） 
三瓶山登山（（一社）大田市観光協会、 
三瓶青少年交流の家）） 
三瓶でアウトドアクッキング / 
三瓶ナイトハイク（三瓶青少年交流の家） 
三瓶でノルディックウォーキング 
（北の原キャンプ場） 
 
 

やきもの体験 
（温泉津やきもの館） 
神楽面絵付け体験 
（温泉津やきもの館） 
 

クリアキャンドルづくり 
サンドブレスト体験 
フェージング体験 
（ふれあい交流館 
（ガラス⼯房）） 

わさび田見学と収穫体験 
（かじか農場） 
福光石の石切場見学ツアー 

大田エリア 

出典：公益社団法人 島根県観光連盟「島根県教育旅行素材集」、三瓶広域ツー
リズム振興協議会「GOGOさんべ！三瓶エリア観光ナビ」 
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2.8 エリアごとの観光周遊ルート・ 調査地点ごとのメイン観光地 
  
    

20％

仁摩
ｻﾝﾄﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ
エリア
36％

9％

10%

29%

23％

出雲市

松江市

11％

三瓶山
エリア

温泉津温泉
エリア

石見銀山
エリア

浜田市

2％
津和野町

温泉津温泉
エリア
23%

11％

12%

2％

2％

3％

34％
18％

石見銀山
エリア

江津市

津和野町

川本町

邑南町

飯南町

雲南市

出雲市

松江市

44%
8％

三瓶山
エリア

仁摩
ｻﾝﾄﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ
エリア

浜田市

2％

安来市

3％

2％

2％

三瓶山
エリア12％

43％

温泉津温泉
エリア

飯南町

出雲市

松江市23％

7％

浜田市 5％

仁摩
ｻﾝﾄﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ
エリア

石見銀山
エリア
26%

安来市11％

邑南町

2％

2％

20％

三瓶山
エリア
71%

13％

3％

4％

10％

石見銀山
エリア

浜田市

雲南市

出雲市

松江市

2％

5％

温泉津温泉
エリア

仁摩
ｻﾝﾄ゙ ﾐｭー ｼ゙ ｱﾑ
エリア

3％

41.1%

8.2%

4.6%

2.1%

2.1%

2.1%

1.4%

1.4%

0.7%

0.7%

0.7%

0.7%

31.8%

55.4%

8.9%

3.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

30.4%

仁摩サンドミュージアム

出雲大社

島根県立しまね海洋館アクアス

石見銀山「石見銀山資料館」

石見銀山「その他」

石見銀山「龍源寺間歩」

道の駅キララ多伎

松江城

玉造温泉

三瓶温泉

石見銀山「石見銀山公園」

三瓶自然館サヒメル

メイン観光地なし

コロナ前
（n=280）

コロナ禍
（n=112）

31.0%

10.2%

8.0%

1.5%

1.5%

1.5%

1.1%

0.7%

0.7%

0.7%

40.1%

32.6%

9.5%

4.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

53.7%

温泉津温泉

出雲大社

石見銀山「龍源寺間歩」

松江城

その他三瓶山周辺観光施設

石見銀山「その他」

島根県立しまね海洋館アクアス

美又温泉

しまねお魚センター

足立美術館

メイン観光地なし

コロナ前
（n=274）
コロナ禍
（n=95）

16.2%

17.4%

14.0%

11.1%

1.9%

2.4%

1.7%

1.0%

1.7%

1.5%

1.5%

1.0%

1.0%

0.2%

0.5%

25.9%

14.9%

5.7%

6.3%

4.6%

1.7%

0.0%

0.6%

2.3%

0.0%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

1.1%

0.0%

61.5%

石見銀山「龍源寺間歩」

石見銀山「石見銀山公園」

出雲大社

石見銀山「その他」

温泉津温泉

石見銀山「石見銀山資料館」

足立美術館

松江城

石見銀山「世界遺産センター」

仁摩サンドミュージアム

その他三瓶山周辺観光施設

石見銀山「大久保間歩」

島根県立しまね海洋館アクアス

玉造温泉

三瓶温泉

メイン観光地なし

コロナ前
（n=413）
コロナ禍
（n=174）

55.4%

0.0%

13.9%

4.0%

2.0%

2.0%

0.0%

14.9%

27.8%

26.1%

1.1%

2.8%

0.6%

0.0%

1.1%

38.9%

石見ワイナリー

三瓶山三瓶観光リフト

その他三瓶山周辺観光施設

三瓶自然館サヒメル

三瓶温泉

立久恵峡

三瓶小豆原埋没林公園

メイン観光地なし

コロナ前
（n=101）
コロナ禍
（n=180）

65.3%

8.5%

2.3%

1.3%

1.0%

0.8%

0.3%

0.5%

18.8%

57.5%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

40.5%

三瓶自然館サヒメル
その他三瓶山周辺観光施設
三瓶山北の原キャンプ場

三瓶温泉
三瓶小豆原埋没林公園

日御碕
出雲大社

温泉津温泉
メイン観光地なし

コロナ前
（n=398）

コロナ禍
（n=153）

出典：大田市観光動態調査 

三瓶エリア 

・同エリア内のみの周遊が最も高く、71％ 
・市内及び他市の観光地との結びつきは低い 

石見銀山エリア 

・出雲市の観光地と併せた周遊が 43％と最も高い 
・同エリア内のみの周遊は 26％ 

温泉津エリア 

・大森エリアと併せた周遊が 44％と高い 
・次いで出雲市 34％、松江市 18％と他市観光地との結びつきが強い 

仁摩エリア 

・出雲市と併せた周遊が 29％と最も高く、次いで松江市 23％
と他市観光地との結びつきが強い。 

・市内では石見銀山エリアと併せた周遊が 20％となっている。 

エリアごとの観光周遊ルート（R1） ・ 調査地点ごとのメイン観光地（コロナ前（H29～R1）、コロナ禍（R2～R3）） 

仁摩サンドミュージアム 

温泉津温泉 

三瓶自然館サヒメル 

東の原駐車場 

石見銀山公園 

世界遺産センター 

※メイン観光地は 2件以上回答があったものを表示している 
地図：「国⼟数値情報（令和 3 年行政区域データ）」（国⼟交通省）を加⼯ 

16.1%

13.2%

11.7%

6.2%

4.0%

2.6%

1.8%

0.7%

1.5%

1.1%

0.7%

0.7%

0.7%

37.0%

19.4%

15.8%

12.9%

1.4%

2.2%

0.0%

0.0%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

46.0%

石見銀山「世界遺産センター」

出雲大社

石見銀山「龍源寺間歩」

石見銀山「その他」

石見銀山「大久保間歩」

松江城

島根県立しまね海洋館アクアス

温泉津温泉

仁摩サンドミュージアム

三瓶自然館サヒメル

玉造温泉

足立美術館

その他三瓶山周辺観光施設

メイン観光地なし

コロナ前
（n=273）
コロナ禍
（n=139）
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2.9 市民の観光施策への認識 
第 2次大田市総合計画（後期計画）策定に係る市民アンケート調査結果における、施策に関する満

足度と重要度の相関図によると、観光振興施策は「優先的に取り組むべき施策」に位置している。 
 
【A】 現状の満足度：現在の生活の中で、どの程度満足していますか。5段階で評価してください。 
【B】 今後の重要度：今後、市が取り組むべき施策として重要な項目だと思いますか。5段階で評価してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.10 大田市の宿泊施設数 
エリアごとの宿泊施設数と収容力をみると、三瓶エリアの収容力が 788人と最も多く、全体の半分

以上を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
  

優先的に取り込むべき施策 

1．商⼯業振興
2．観光振興

3．新技術・新商品

4．農林水産業

5．企業誘致

6．人材育成

7．子育て支援

8．健康づくり・地域医療
9．高齢者・障がい者

10．人権尊重
11．⼟地利用

12．下水道・中心市街地等

13．道路

14．生活交通の確保

15．情報通信

16．消防・防災・防犯

17．石見銀山遺跡・地域文化

18．学校教育

19．生涯学習

20．生涯スポーツ

21．山村留学・国内外交流

22．自然環境保全

23．ごみ対策・新エネルギー
24．飲料水対策

25．協働によるまちづくり

26．地域サポート体制

27．行財政改革

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

-0.80 -0.60 -0.40 -0.20 0.00 0.20 0.40 0.60

H23

H27
H29

満足度平均-0.11【重点化・見直し領域】
重要度「高」・満足度「低」

重要度平均0.98

【現状維持または見直し領域】
重要度「低」・満足度「高」

【改善・見直し領域】

重要度「低」・満足度「低」

重要度「高」・満足度「高」
【現状維持領域】重

要
度

満足度

【第 2次大田市総合計画（後期計画） 
策定に係る市民アンケート調査】 
調査の方法 
調査地域 大田市全域 
調査対象 市内在住の満 18歳以上の男女 
配布数 2,011 人 
抽出方法 住民基本台帳から無作為に抽出 

調査方法 
郵送配布・郵送回収調査及びし
まね電子申請サービス利用によ
る回答 

調査実施期間 
令和 3年 12月 24日～ 
令和 4年 1月 20日 

調査実施機関 大田市政策企画部政策企画課 
有効回収数 828件 
有効回収率 41.2％ 
 
 出典： 第 2次大田市総合計画（後期計画）策定

に係る市民アンケート調査結果報告書 

 施設数 収容力 特徴 

大森エリア 3施設 38人 
石見銀山の街並みにゲストハウス
や旅館等が立地している 

三瓶エリア 4施設 788人 
温泉旅館の他、青少年自然の家
や、キャンプ場が立地している。 

温泉津エリア 15施設 256人 
温泉街には温泉旅館やゲストハウ
ス等が立ち並んでいる。 

仁摩エリア 3施設 46人 
温泉旅館や海沿いにゲストハウス
等が立地している。 

大田エリア 6施設 205人 
駅周辺にホテルや温泉旅館、ゲス
トハウス等が立地している。 

波根エリア 3施設 75人 海沿いに旅館等が立地している。 

 出典： （一社）大田市観光協会 観光地域づくり法人形成・確立計画 
地図：「国⼟数値情報（令和 3 年行政区域データ）」（国⼟交通省）を加⼯ 
 

図表 施策の満足度と重要度 

図表 大田市の宿泊施設数 
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2.11 大田市ならではの食の認知度 
旅行中に食べたグルメをみると、三瓶そばが最も多くなっているが、1 割程度にとどまっている。

穴子を食べた人の割合は令和 2年から令和 3年にかけて若干増加した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.12 観光地間の二次交通の整備 

【石見銀山における交通規制パーク＆ライド】 
遺跡や文化財が集中する大森地区、銀山地区は道幅が狭く十分な駐車スペースの確保が難しいこと、

観光車両が集中すると町内の道路が渋滞すること、また、散策する歩行者の安全を確保するためにも
季節を問わず交通規制を実施している。 

 

 
 
 
 
 
 
 

3.9%

3.9%

6.7%

12.4%

10.2%

8.9%

1.7%

0.6%

0.5%

96.1%

96.1%

93.3%

87.6%

89.8%

91.1%

98.3%

99.4%

99.5%

0.0% 50.0% 100.0%

R1

R2

R3

R1

R2

R3

R1

R2

R3

食べた 食べていない

へか焼き

穴子

三瓶そば

箱寿司

島根県の令和元年のあなご類の漁獲量は 632トンで、3年連続
で日本一となり、その半分近くが大田市内で水揚げされてい
る。大田市では 50ｍを超える大あなごが良く獲れ、脂ののり
がよく、身がしまっていることが特徴である。 

朝夕の冷え込みが激しい三瓶高原では、そば栽培が多くおこな
われている。ソバの実の芯部分を大部分使い、淡い色味と香り
の高さ、喉越しの良さが特徴である。 

お祭りなどお祝い事に欠かせない大田市の郷土料理であり、昔
は各家庭に箱寿司を作るための専用の木箱があった。ご飯、具
材、ご飯、錦糸卵の順に木枠に入れ、上から圧をかけることで
形成していく。 

牛肉や豚肉が使われる「すき焼き」に反して、魚肉がつかわれ
たもの。“へか”とは農機具の犂（すき）の先の金属部分のこと
で、これを鍋の代わりに使ったことが由来。 

図表 旅行中に大田市ならではのグルメを食べたかどうか 

新町

上佐摩

世界遺産センター

大森

レンタサイクル河村

至 川本

至 大田

至
国
道
９
号

（徒歩 約40分）
世界遺産センターバス停

大森代官所跡バス停

大森
代官所跡

バス 7分
ぎんざんカート
発着地

ぎんざんカート
石見交通バス

駐車場 バス停

ぎんざんカート停留所

駐車禁止区域

凡例 観光車両の進入不可

龍源寺間歩

普通車約 40 台
石見銀山公園駐車場

普通車約 400 台
世界遺産センター駐車場

普通車 10 台程度
大森代官所跡駐車場

世界遺産
センター

石見銀山
公園

代官所前
ひろば

ぎんざんカート 

参考： 大田市観光協会「島根県大田市観光サイト」 

出典： （一社）大田市観光協会「島根県大田市観光サイト」、大田市ホームページ 出典：大田市観光動態調査 

図表 石見銀山における交通規制 

【パーク】…最寄り駅等の周辺の駐車場に車を止めたりすること 
【ライド】…公共交通に乗り換えて目的地へ向かうこと 
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2.13 観光客の特徴 

  平成 29年～令和 3年 

大田市観光動態調査 

日帰り 

来訪者の属性 

大森エリア：石見銀山が世界遺産に登録された翌年のH20年をピークに減少傾向 
三瓶エリア：世界遺産登録の影響は大きく受けず、一定の水準で推移 
      地震等の影響で落ち込んだが、その後コロナ禍でも回復傾向 
温泉津エリア：H22年の162千人をピークに減少傾向にあり、さらに地震やコロナの影響

もありピーク時の3分の1まで減少 
仁摩エリア：H20年の148千人をピークにH23には半分まで減少しその後も減少傾向 

宿泊 

② 発地（住所） 
・三瓶エリアでは、日帰り宿泊ともに「島根県」や「広島県」からの割合が
大きい 
特に日帰りでは県内からの来訪が約 7割 

・三瓶以外のエリアでは、日帰りで「島根県」と「広島県」、 
宿泊では、「広島県」「近畿」「関東」からの割合が大きい 

件数 
エリア名 調査地点名 件数 
三瓶 
エリア 

三瓶自然館サヒメル 551 
石見ワイナリー 281 

大森 
エリア 

世界遺産センター 412 
石見銀山公園 587 

温泉津 
エリア 

温泉津温泉 369 

仁摩 
エリア 

仁摩 
サンドミュージアム 

392 

合計 2,592 

 

2.3%

4.1%

2.4%

6.9%

66.6%

25.7%

26.7%

36.2%

1.7%

4.7%

3.0%

4.9%

26.5%

20.7%

35.8%

16.4%

1.1%

4.7%

9.1%

6.9%

4.2%

4.2%

4.6%

2.4%

3.0%

2.0%

1.4%

13.0%

6.1%

12.9%

5.5%

2.4%

3.2%

13.8%

6.7%

4.9%

三瓶エリア
（n=724）

大森エリア
（n=871）

温泉津エリア
（n=165）

仁摩エリア
（n=348）

鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 九州沖縄 四国
近畿 中部 関東 東北北海道 外国 無回答

岡山県 広島県

山 口
県

近畿 関東

鳥取県 島根県中国 98.2％

2.8%

2.4%

2.5%

9.1%

38.0%

3.9%

8.8%

9.1%

7.4%

11.0%

5.4%

6.8%

39.8%

18.9%

19.1%

15.9%

1.9%

1.6%

6.4%

6.8%

1.9%

8.7%

3.4%

6.8%

3.9%

2.9%

4.5%

3.7%

19.7%

21.6%

13.6%

8.7%

6.4%

6.8%

2.8%

18.1%

23.5%

13.6%

3.1%

4.5%2.3%

三瓶エリア
（n=108）

大森エリア
（n=127）

温泉津エリア
（n=204）

仁摩エリア
（n=44）

鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 九州沖縄 四国 近畿 中部 関東 東北北海道 外国 無回答

鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県

近畿 関東

中国 89.8％

340 

714 
813 

560 

386 

512 

376 

246 265 
171 165 

600 590 
674 

617 
545 

478 516 
594 

114 150 118 162 137 115 78 64 60 59 
42 

122 148 120 71 62 52 40 42 26 25 0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｈ
17

Ｈ
18

Ｈ
19

Ｈ
20

Ｈ
21

Ｈ
22

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30 R1 R2 R3

（千人）

大森エリア 三瓶エリア 温泉津エリア
仁摩エリア その他

石見銀山

世界遺産登録

出雲大社

平成の大遷宮

島根県西部地震

H30年7月豪雨

松江城

国宝化

石見ワイナリー

オープン

新型コロナ

ウイルス

感染症拡大
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12.7%

56.2%

40.7%

51.5%

6.4%

11.1%

13.0%

11.2%

4.6%

6.1%

6.0%

5.6%

75.1%

26.3%

40.4%

31.1%

1.2%
三瓶エリア
（n=832）

大森エリア
（n=998）

温泉津エリ
ア…

仁摩エリア
（n=392）

1回目 2回目 3回目
4回目以上 無回答

11.2%

16.6%

28.5%

7.1%

53.0%

62.8%

56.9%

68.6%

27.4%

15.0%

9.5%

19.1%

6.4%

3.6%

3.8%

4.8%

1.6%

1.2%

1.1%

三瓶エリア
（n=832）
大森エリア
（n=999）
温泉津温泉
（n=369）
仁摩エリア
（n=392）

1人 2、3人 4、5人 6～10人 11～29人 30人以上 無回答

4,5人2,3人1人
11.0%

16.5%

28.2%

7.0%

75.3%

57.4%

49.3%

59.5%

11.5%

20.5%

19.8%

25.8%

1.3%

1.8%
3.8%

2.1%

7.5%

三瓶エリア
（n=842）
大森エリア
（n=1,005）
温泉津温泉
（n=373）
仁摩エリア
（n=400）

一人 家族 友人 団体旅行 その他

1人

友人

家族

13.3%

10.1%

2.4%

42.9%

21.0%

25.5%

15.7%

19.9%

25.4%

28.7%

15.4%

13.0%

26.7%

25.4%

30.4%

15.6%

7.0%

7.7%

23.8%

7.1%

5.5%

2.4%

10.6%

0.5%

0.7%

0.1%

1.4%

0.3%

0.4%

0.2%

0.3%

0.8%

三瓶エリア
（n=832）

大森エリア
（n=998）

温泉津エリア
（n=369）

仁摩エリア
（n=392）

1時間程度 2時間程度 3時間程度 半日

1～3時間程度 59.7％

64.2％

1～3時間程度 75.8％

半日以下 64.0％

観光時間 

⑤ 年齢 

・温泉津エリア以外は日帰りが約 9割、観光時間は 1時間～3時間程度が約 6割、特に仁摩エリアで短い 

87.0%

87.3%

44.7%

88.8%

11.3%

11.2%

50.4%

10.2%

1.7%

1.5%

4.9%

1.0%

三瓶エリア
（n=832）

大森エリア
（n=998）

温泉津エリ
ア…

仁摩エリア
（n=392）

日帰り 1泊2日 2泊3日以上

旅行日程 

・三瓶エリアでは「4回目以上」が約 8割 
・大森エリア、仁摩エリアでは初めての来訪
が半分以上、温泉津エリアでは約 4割 

④ 大田市への訪問回数 

人数 同行者 

・全てのエリアで「家族」の割合が大きく、特に三瓶エリアでは約 8割 
・温泉津エリアでは「一人」が約 3割 
・仁摩エリアでは「友人」が約 3割 

⑥ 同行者と人数 

・三瓶エリアでは 10代以下が約 4割 
・大森エリア、温泉津エリアでは40歳～60歳台が半数以上 
・仁摩エリアでは 20歳台以下が約 5割 

③ 旅行日程と観光時間 

21.6%

6.5%

4.1%

18.5%

19.2%

5.9%

5.5%

6.8%

6.8%

13.9%

10.6%

21.9%

12.1%

11.1%

12.0%

16.0%

14.9%

16.5%

20.9%

16.4%

9.8%

19.8%

20.1%

8.0%

9.9%

16.6%

17.3%

9.2%

4.7%

8.4%

8.4%

2.7%

1.4%

1.1%

三瓶エリア
（n=2,550）

大森エリア
（n=2,337）

温泉津エリア
（n=727）

仁摩エリア
（n=946）

10歳未満 10歳台 20歳台 30歳台 40歳台
50歳台 60歳台 70歳台 80歳台以上

10歳台以下 40.7％

40歳～60歳台 52.8％

58.3％

20歳台以下 47.1％

※グラフの数値は1％以上を表示 
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II. 誘客促進施策等の検討に資する分析 

1 顧客層（クラスター）分析 
1.1 分析概要 

目 的 大田市を訪問している観光客について、居住地や旅程、訪問箇所数や消費行動等、属性が類似してい
る顧客層をまとめ、その特徴を理解することを目的として、クラスター分析を行った。 

分析データ 平成 29年～令和 3年大田市観光動態調査（アンケート）2,656件 
（無回答がある回答、10名以上の大人数グループ回答除外） 

分析手法 以下の特徴が似ている回答のまとまり（クラスター）をクラスタリングにより抽出。 
・居住地     ・旅行目的 
・同行者の種類 ・人数 
・消費額 
（宿泊費・⼟産代・飲食費・入場料・その他・パック） 
・周遊地点数（全県・大田市） 
・宿泊数（全県・大田市） 

 
 

1.2 分析結果 
以下の通り、6つのクラスターを抽出し、その特徴から以下の通りに抽出・命名した。 
 
 

  

図表 大田市の顧客総クラスター分析結果 

島根東部の家族連れ中心、日
帰り高ロイヤリティクラスター

36.9%

島根東部のお一人様中心、日
帰りお出かけクラスター

21.6%

広島県の家族連れ中心、日
帰りお出かけクラスター

21.3%

広島県からの友達同士中心、日帰り
お出かけクラスター

14.0%

近畿の家族連れ中心、
ちょっとリッチな宿泊旅

行クラスター
5.6%

関東からのパック客中
心、お土産ガッツリ購

入クラスター
0.5%

H29～R3 
大田市観光 
動態調査 
計 2,656件 

1 

2 

3 

4 

5 6 
 
クラスター名 件数 割合 

1 
島根東部の家族連れ中心、 
日帰り高ロイヤリティクラスター 

981 36.9% 

2 
島根東部のお一人様中心、 
日帰りお出かけクラスター 

574 21.6% 

3 
広島県の家族連れ中心、 
日帰りお出かけクラスター 

567 21.3% 

4 
広島県からの友達同士中心、 
日帰りお出かけクラスター 

373 14.0% 

5 
近畿の家族連れ中心、 
ちょっとリッチな宿泊旅行クラスター 

148 5.6% 

6 
関東からのパック客中心、 
お土産ガッツリ購入クラスター 

12 0.5% 

－ (その他)近畿の家族連れ 1 0.0% 
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①島根東部の家族連れ中心、日帰り高ロイヤリティクラスター 

県内客や近隣県の家族連れ中心。 
消費は控え目であり。繰り返し来訪する傾向が強い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②島根東部のお一人様中心、日帰りお出かけクラスター 

県内客や近隣県のお一人様中心。 
クラスター1よりも一人当たり消費がやや多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③広島県の家族連れ中心、日帰りお出かけクラスター 

広島県からの 2～4名の家族連れ。 
日帰り中心のクラスター中で最も消費が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
  

99 445 656 490 19 
0

5,000

10,000

15,000

20,000

宿泊費 土産代 飲食費 入場料 その他

合計 1,709円 

図表 一人当たり消費額 （円） 

0.1

2.9

1.7

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

県外割合
(%)

宿泊割合
(%)

平均大田
宿泊数

平均人数

平均大田
周遊地点

高ロイヤリ
ティ(%)

5%

40%

52%

図表 属性旅行行動の特徴 

※ 

※高ロイヤリティ（％）：訪問回数が 4回以上、かつ再訪意向があると回答したものの割合 

図表 一人当たり消費額 （円） 

1,011 923 863 648 25 
0

5,000

10,000

15,000

20,000

宿泊費 土産代 飲食費 入場料 その他

合計 3,470円 

0.2

1.3

1.9

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

県外割合
(%)

宿泊割合
(%)

平均大田
宿泊数

平均人数

平均大田
周遊地点

高ロイヤリ
ティ(%)

17%

63%

40%

図表 属性旅行行動の特徴 

0.4

3.0

2.0

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

県外割合
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④広島県からの友達同士中心、日帰りお出かけクラスター 

広島県からの友人同士中心。 
リピーター率がやや低い。 

 
 
 
 
 
 
 

 

⑤近畿の家族連れ中心、ちょっとリッチな宿泊旅行クラスター 

近畿からの 2～4名程度の家族連れ。 
温泉津の宿泊中心。周遊地点数がやや多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑥関東からのパック客中心、お土産ガッツリ購入クラスター 

関東からのパックによる旅行客中心。 
お⼟産代が平均的に高い傾向。 
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2 GoogleMaps レビュー分析 
2.1 分析概要 

目 的 大田市の観光に関連する口コミの話題の内容や、そこからみえてくる大田市内各エリアを訪問する
観光客のニーズ理解を目的として、GoogleMaps における大田市内の観光地に対するレビューと星
の数について、テキストマイニングの手法により分析した。 

データ 地点の選出：大田市内の観光地点のうち、コメントなしのものを含めて 50件以上のレビューがあ
るもの、計 64地点 
抽出期間：2017年 1月～2022年 8月 

分析手法 単語と評価の共起ネットワーク分析 
ある単語と結びつきの強い評価（5段階評価）とのネットワーク図を作成 

 
 

2.2 分析結果 

三瓶エリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 温泉や登山を楽しむことや、蕎麦を中心として⼟地ならではの食を味わうこと等のニーズを満たすこ
とができることが強みと考えられる。 
 温泉津温泉と比較して、「源泉」かけ流しであることが注目されることが特徴的であり、じっくりお湯
に浸かれる点が魅力として捉えられていると考えられる。 

評価とつながる回数

単語出現頻度

弱い弱い

強い強い

Jaccard係数 単語の繋がり

図表 三瓶山エリア 単語と評価の共起ネットワーク 
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大森エリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

温泉津エリア 
 
 
 
 
 
 
  

 世界的に価値のある歴史、文化等について触れ、知的な刺激をうけるニーズを満たせることが強みと
考えられる。このため、ガイドを利用すると評価が高まるものと考えられる。 
 一方で、間歩までアクセスしづらく、時間が奪われることや、道中の魅力が見過ごされがちであるこ
とが、低評価につながっていると考えられる。 

図表 大森エリア 単語と評価の共起ネットワーク 

評価と繋がる回数

弱い弱い

強い強い

Jaccard係数 単語の繋がり

単語出現頻度

泉質やレトロな建物とまちなみなど、温泉津温泉ならではのモノにより、ユニークな体験をするニー
ズを満たせることが強みであると考えられる。 
 三瓶温泉と比較して「泉質」が注目され、しかも評価が高いことが特徴的であり、その効能が観光客
に対して強い訴求力を有していると考えられる。 

図表 温泉津エリア 単語と評価の共起ネットワーク 

評価とつながる回数

弱い弱い

強い強い

Jaccard係数 単語の繋がり

単語出現頻度
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大田エリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁摩エリア 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

弱い弱い

強い強い

Jaccard係数 単語の繋がり

評価と繋がる回数

単語出現頻度

図表 大田周辺エリア 単語と評価の共起ネットワーク 

 道の駅ロード銀山は、穴子丼などの地元ならではの食を楽しむニーズを満たせることが強みであると
考えられる。ただし、施設の管理状況やお⼟産物の品揃え等が低い評価と結びつきやすい。 
 久手海岸公園や立神岩などの周辺の海岸沿いの観光地点は景色の評価が高く、非日常的な環境を楽し
むニーズが満たせることが強みとなっていると考えられる。 

 「砂」が一貫したテーマとなり、仁摩サンドミュージアムや琴ヶ浜のモノ・コトが多様なニーズの受
け皿となっていることが強みであると考えられる。 
 新しくオープンした道の駅ごいせ仁摩については、レストランや野菜等が低い評価と結びつきやすい
が、裏を返せばこれらのニーズにあわせることが、来訪者の評価の上で重要であることが伺われる。 

図表 仁摩エリア 単語と評価の共起ネットワーク 

評価とつながる回数

弱い弱い

強い強い

Jaccard係数 単語の繋がり

単語出現頻度
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3 周遊動向（ビッグデータ）分析 
3.1 分析概要 

目 的 大田市内の観光地点間の周遊の動向と、各地点がその促進等において果たす機能を理解す
ることを目的とし、観光地点ネットワークについて分析を行った。 

人流のビッグデータ 
混雑統計®の概要 

対象期間 
2022年 1月から 2022年 12月まで 
地点の設定とカウントについて 
石見地域（大田市・美郷町以西 9市町）内外の主要な観光地点 50地点を選出。 
基準地域メッシュ（第 3次地域区画・約 1km四方）のうち、これらの地点を含むものを抽
出し、メッシュ内に一定時間以上滞在した場合、その地点に訪問したものとしてカウン
ト。（ただし、当該メッシュ内に居住地や勤務地があるユーザーは除外） 
人流の定義 
固有の携帯電話ユーザー数 UU（unique user）により、メッシュ間の人流の実人数をカウ
ントし、国勢調査により母集団の UUを推計。 

ネットワーク分析 観光地点ネットワークの定義 
ネットワークを作る点（ノード）を石見地域内の観光地点、点と点を結ぶ線（リンク）と
その強度を人流（UU）として定義する。 
中心性傾向 
観光地点ネットワークについて、人流の促進に重要な地点を理解することを目的に、人流
の要衝としての機能の強さを表す媒介中心性を算出する。 
この値が大きいほど地点間の人流のなかだちとしての機能が強く、周遊促進に重要である
と考えられる。 
コミュニティ検出 
ネットワークの中で、繋がりのノードのまとまりを「コミュニティ」と呼ぶ。 
観光地点ネットワークについて、人流が集まりやすい地点同士（観光地点が作るコミュニ
ティ）の発見を目的に、インフォマップ法と呼ばれる手法でコミュニティ検出を行う。 

 
混雑統計®について 
「混雑統計®」データは、NTTドコモが提供するアプリケーションの利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置
情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加⼯を行ったデータ。 
 位置情報は最短 5分毎に測位される GPSデータ（緯度経度情報）であり、個人を特定する情報は含まれない。 
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3.2 集計・分析結果 

①周遊のコミュニティ・媒介中心性について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミュニティについて 
三瓶山周辺の地点からなる「三瓶山エリア」と、石見銀山、仁摩サンドミュージアム、温泉津温泉

からなる「銀山・仁摩・温泉津」が抽出された。 

媒介中心性について 
「三瓶エリア」では「北三瓶」が最も大きく 95、「銀山・仁摩・温泉津」では「世界遺産センター」

が最も大きく 64であった。 
これらの地点は、大田市外の地点との間の移動も含めて、人流の要衝となっている地点であるこ

と考えられる。 

結果について 
地理や観光地点としての特徴などを要因に、大きく 2 つの観光地のコミュニティが形成されてい

るものと考えられる。 
三瓶山周辺においては「北三瓶」、石見銀山から温泉津にかけては「世界遺産センター」と「温泉

津温泉」が、人流の要衝、あるいはハブとしての機能が高いと考えられる。 
コミュニティ内・間の周遊促進のためには、これらの地点を絡めた取り組みが重要となると考え

られる。  
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北三瓶 95 
世界遺産センター 64 
温泉津温泉 62 
三瓶温泉 49 
仁摩サンドミュージアム 44 
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※大田市内の 300UU以上の人流のみプロット 
  コミュニティごとに色分け 「混雑統計®」 ©ZENRIN DataCom CO., LTD. 

地図︓「国土数値情報（令和 3年行政区域データ）」を加工 
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②域内・域外間の人流について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三瓶山エリア 
 県東部・中部・西部それぞれからの人流があり、「ゴールデンユートピアおおち」間が 2,549UUと
最も多かった。 

大森エリア 
 「出雲大社」間では 19,427UU、「松江城周辺」間では 4,154UUと、県東部のメジャーな施設との
人流が多かった 

仁摩エリア 
 江津市、浜田市の観光地点間での UU が比較的多く、「出雲大社」間との人流も 2,862UU であっ
た。 

温泉津エリア 
 「サンピコごうつ」間で 4,843UU、「出雲大社」間も 1984UUであった。 
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1,032
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※1,000UU以上の人流のみプロット 「混雑統計®」 ©ZENRIN DataCom CO., LTD. 

地図︓「国土数値情報（令和 3年行政区域データ）」を加工 
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III. 市内外の観光振興の動向調査 

1 事業者アンケート 
大田市の観光施策の取組状況及びアフターコロナの動向を把握するため、観光関連団体及び観光

関連事業者に下記のとおりアンケート調査を実施した。 
実施期間 令和４年 10月 20日～11月 30日 
実施手法 あらかじめ設問項目を通知したうえでの対面型ヒアリング調査 

実施対象 
観光施策の取組状況 市内 5事業所・18団体 
コロナ禍の影響・アフターコロナの動向 市内 14事業所・県内他市 3団体 2事業所 

 
 
 

2 市内における観光振興の動向（観光施策の取組状況） 
市内の観光関連団体及び事業者にアンケート調査を実施し、平成 28 年度（2016 年度）の計画策

定時に設定した 19施策について、進捗状況（これまでの主な取組）を検証し、計画改訂において盛
り込むべき、今後必要とされる取組を整理した。 
Ⅰ. マネジメントとマーケティングができる組織づくり 

1 
観光地域 
マネジメント
組織の構築 

取組内容 
（１）一般社団法人 大田市観光協会が登録 DMOとして正式登録（R3.3） 
・マーケティングデータの収集、市内関係者への情報提供等 
・観光情報等の発信（Web、SNS、You Tube、JNTOへのオウンドメディア配信等 
・4つのWG（情報発信、インバウンド、宿泊・食、石見神楽・文化芸能）の立ち上げ・運営 

（２）大田市のブランディングの方針等 
・誘客のメインターゲット層を首都圏、関西圏を中心とした３０代～４０代の女性と設定 
・ハードな印象の資源×自然×地域の人との交流の掛け合わせによる周辺地域との差別化、 
旅行商品の高付加価値化の推進 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
市・観光協会・民間団体それぞれの役割の明確化、認知が今後の課題であり、DMOの役割の明

確化、業務内容の棚卸しと役割分担などが必要。DMOや各エリアで活動している協議会等への積
極的な関わり、課題共有とあわせ市の伴奏型の支援を継続していく必要がある。 

DMOは安定的な自主財源を確保する仕組みが必要である。 
目指す観光の将来像などが市、DMO、地域で一体となっておらず、地域住民や事業者と目指すべ

き姿の共有が必要である。 

今後必要と 
される取組 

○市、DMO、民間団体の業務内容の棚卸しと役割分担等 
○DMOの安定的な自主財源確保の仕組みづくり 
○地域住民、事業者とのめざす姿の共有 
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2 
観光を担う 
人材育成 

取組内容 
（１）人材発掘 
・DMOとして、三瓶、石見銀山（大森、温泉津）など各地域で地域活性化に取り組む人材のＷ
Ｇへの加入の促し、商品造成等の連携による関係づくりなどを実施 

（２）ガイドの状況等 
・DMO⇒日本遺産観光コーディネーター養成講座の開催 
・石見銀山ガイドの会 銀山ガイド 
令和 4年 11月時点 会員数 49名、平均年齢 73歳、H29以降の新規会員数 6名 
・世界遺産登録時をピーク時に会員数は減少 
⇒有料ボランティアとして独自財源で運営しているが、ここ 2年は 1万円程の赤字 
・おおだ観光ビューロー ヘルスツーリズムガイド 
令和 4年 11月時点 60代の方 2名が活動中 
・サイクリング、ヨガのガイド講座を開設（R1） 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
大田市版ＤＭOの各WGリーダーや民間事業者の地域リーダーがそれぞれにリーダーシップを

発揮し、事業者間連携を進め、成果をあげることが期待されている。 
担い手の確保が困難な中での、ガイドの在り方についての検討が必要である。 
商品のブラッシュアップに合わせて、地域ガイドの養成や効果的な情報発信が必要である。 

今後必要と 
される取組 

○地域リーダーの育成、活躍機会の創出 
○ガイドの育成 
（石見銀山ガイドの会における新規会員獲得等の行政支援） 
（ネイチャーガイドなどの地域ガイドの養成 など） 

3 
観光ニーズの 
把握 

取組内容 
（１）調査等の実施状況 
・DMOにより毎年「観光動態調査」の実施・分析 
・観光戦略会議や座単会等の場などで調査結果の情報を開示 

（２）大都市圏でのニーズ把握 
・大都市圏の商談会、イベントなどへの参加によるニーズ把握 

（３）観光地におけるヒアリング実施 
・大田市に来訪した観光客を対象としたアンケート調査の実施 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
観光動態調査について、大田市への来訪者の特性をより深掘りできる手法の検討が必要である。 
WEB調査の導入の検討が必要である。（但し、調査精度の低下が懸念材料となっている） 
コロナの影響により変化する市場動向を的確に捉えるため、従来の実数調査以外の方法の検討が

必要である。 
今後必要と 
される取組 

○大田市来訪者の特性や詳細なニーズを把握することができる調査手法
等の検討 

4 
市民総ぐるみ 
のおもてなし 
向上 

取組内容 
（１）DMO等による各種研修等の実施 
・観光意識醸成のための「市民向け意見交流会」の開催 
・市内宿泊施設を対象とした「外国人アドバイザーを招いた意見交換会」の開催（H31） 
・市内在住外国人を対象に、三瓶小豆原埋没林公園で「おもてなし研修」を実施（R1） 
・飲食店を対象とした「ウイルス感染予防策に関する講演会、消毒実演」の実施（R2） 
・大田市アドバイザー派遣制度活用による「おもてなし研修」を実施予定（R4） 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
温泉津については良かったとよく聞くが、大田市全体のお店の雰囲気として、「いらっしゃいま

せ」という空気感が弱いとよく言われる。 
新型コロナウイルス感染症の影響も含め、インバウンド対策等の方向性の検討が必要である。 

今後必要と 
される取組 

○市民のおもてなし意識の醸成 
○インナープロモーションによる市民の愛着や誇りの醸成 
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5 
地域の魅力を 
学ぶ機会の 
拡大 

取組内容 
（１）魅力再発見の取組やシンポジウムの実施 
・世界遺産登録 10周年観光キャンペーンで、閑散期の「冬」の魅力発掘を目的に、「石見銀山
の魅力の新発見・再発見」を実施（H30） 

・「地域の資源を活かす 日本遺産の活用に向けたシンポジウム」を開催（R1）. 
前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
日本遺産認定を受け、市民一人ひとりが大田の魅力を再発見し、より自分ごととして観光地の保

全と活用に取り組む機運の醸成のため、官民連携した取組みが必要である。 
民間事業者等と連携した作った商品を、実際に市民の方や民間事業者の方に体験してもらう機会

を設けており、今後も継続することが必要である。 
世界遺産であることは知っているが、日本遺産であることを知っている人はまだ少ない。 

今後必要と 
される取組 

○日本遺産と関連した地域住民参加型事業などによる住民意識、認知度の向上 

 

Ⅱ. 観光地域としての魅力向上と観光資源の磨き上げ 

6 
エリアのブラ
ンドイメージ
づくり 

取組内容 
（１） ブランドイメージづくり 
・三瓶エリアにおける「三瓶エリア観光計画」の策定（H29） 
・大森、温泉津、仁摩などでは、地域のブランドイメージの検討やWS等は未実施 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
大田市は地域ごとに性質が異なる。意識共有のために大森、温泉津、三瓶などの各地域のみんな

で共有する将来像を設定し、市と地域と観光協会 DMO との関係性などが見えるようにする必要が
ある。 
今後必要と 
される取組 

○大森、温泉津、三瓶などの地域（エリア）ごとの将来像等の設定 

7 
滞在型の 
新たな観光 
商品づくり 

取組内容 
（１）DMOによる商品造成等 
・大田市日本遺産事業、誘客多角化事業により多数の体験プラン、コンテンツを造成 
・県、山陰インバウンド機構事業：４商品を OTAに登録 

（２）三瓶山における体験プログラム等 
・天空の朝ごはん、ガイド付き E-BIKE体験、蒸留体験（和精油作り）、わさび収穫体験、 
そば打ち体験などの実施 

（３）神楽公演について 
・地元神社の例大祭奉納神楽のほか、出張公演の実施 
コロナ禍により、活動がほぼ止まったが、令和 4年は回復傾向 

・一方で、市内の神楽団 10団体のうち、活動が低迷している団体もあり、活動できる団体に負
荷が偏るなどの問題も発生 

（４）ヘルスツーリズムについて 
・コロナ前は、各地の企業などからクアオルトの申し込みがあったが、コロナ禍以降は大きく
減少 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
実施が不安定な商品も多いが、市場ニーズに合わせた既存プログラムの高付加価値化商品が必要

である。また、日本遺産認定を受けた、構成文化財を含めた商品造成に向けた、関係団体等の連携
した取組みが必要である。 
あわせて、事業者、地域、ガイドの会との連携を強化する必要がある。 
三瓶エリアでは、ファミリー層をターゲットにしたマネタイズ、三瓶そばの継承、温泉配管設備

の老朽化や地震被害の建物除去に課題がある。 
石見神楽では、運営資金、伝統芸能としての継承に課題がある。 

今後必要と 
される取組 

○市場ニーズに合わせた既存プログラムの改良､実施の安定化、利用促進 
○地域や団体等に応じた柔軟な支援 
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8 
教育旅行の 
誘致 

取組内容 
（１）旅行商品の造成等（DMO） 
・日本遺産事業や旅行会社の依頼により、教育旅行のプランや石見銀山街歩きの造成 

（２）銀山学習 
・石見銀山ガイドの会による、石見銀山まち歩き（市内の全小・中学校で毎年実施中） 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
既存観光素材の紹介に留まっており戦略が不十分であり、教育旅行誘客に向けた具体的な戦略の

確立が必要である。 
教育委員会、観光振興課、関係各課が連携し、「未来の教室」実証事業などと絡めた暮らし観光の

推進事業が進められると良い。 
今後必要と 
される取組 

○教育、観光、関係各課の連携による教育を通じた観光推進の検討 
（例.「未来の教室」実証事業との連携 など） 

9 
地域食・ 
特産品の 
充実 

取組内容 
（１）大田ブランド・特産品等 
・おおだブランド認証制度は令和 3年度に終了したが、市では 20事業者・37商品を認定 
特産化が進むアナゴ、三瓶そばは収益性の高い商品に発展中 

・特に「大田一日漁」「大アナゴ」は全国でも農林水産資源を活用した優良事例として注目さ
れ、高く評価 

・「天空の朝ごはん」も集客を集めており評価が高い 
・今後は「三瓶そば」、「さんべ高原森の絹（サツマイモ）」等にも注力 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
新たな顧客、リピーターの獲得には「食べる観光」を推進する必要がある。これまでよりも「食」

が大きく取り扱われることが期待される。 
ブランディングにおいては地元事業者がプロジェクトをスピーディーに推進し、行政は補助金や

伴奏型で支援するなどの役割分担が必要である。 
今後必要と 
される取組 

○「食べる観光」の推進 
○プロジェクトのスピーディーな推進のための行政、団体、事業者等の役割分担 

10 
まつりやイベ
ントの活用と
魅力発信 

取組内容 
（１）伝統行事・地域のお祭り 
・県内でも規模の大きなお祭りである彼岸市のほか、さんべ志学の雪明かり、キャンドルナイ
ト in波根などの地域イベントの開催 

（２）スポーツツーリズムの推進（NPOサイクリストビュー） 
・サイクリングイベント「石見グランフォンド」「グルメフォンド in温泉津」を毎年開催。 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
補助金がなくなるとイベントが自然消滅することが多い。行政主体ではなく地域と専門事業者が

組んでやるなど、イベントを継続して実施できる体制について、官民一体での検討する必要がある。 
今後必要と 
される取組 

○自立・継続してイベントが開催できる運営体制づくり 

11 
歩いて楽しめる 
健康プログラム 
づくり 

取組内容 
（１）ヘルスツーリズムのウォーキングプログラム 
・需要のある「登山」と「ウォーキング」に活動内容を絞って不定期開催 

（２）石見銀山でのガイドと巡るコース設定 
・大きく 6コースのうち、利用者が多いのは龍源寺間歩、大森街並み、沖泊の３コース 
・銀山学習への利用、近年は 1～2人の少人数での利用者が増加 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
プログラムへの参加者の増加、コロナ終息後の新たな顧客層を狙った宣伝手法の⼯夫が必要である。コロ

ナ対策で一回当たりの収益性低下が懸念されており、コロナ禍における利益の確保が必要である。 
ヘルスツーリズム等、「登山」の際に三瓶山頂上にトイレがないことが課題として挙げられる。 

今後必要と 
される取組 

○参加者を増加させる取組など、収益性向上に向けた支援 
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Ⅲ. 計画的な受け入れ環境の整備 

12 
観光地の 
受け入れ 
環境整備 

取組内容 
（１）観光案内機能の充実 
・大森地区、温泉津地区には QRコードによる多言語解説システムを設置 
・世界遺産センターにおける映像及び展示物の多言語化 
・サヒメルにおける拡張実現（ＡＲ）を活用した展示解説の導入 

（２）道の駅「ごいせ仁摩」について 
・道の駅「ごいせ仁摩」のオープン（R4） 
地域の魅力発信、特産品販売、観光客の周遊・滞在、消費促進等の他、ステージを活用した
神楽の定期公演などの開催 

（３）道の駅「ロード銀山」について 
・地域のコミュニティ機能、特産品メニューを提供するレストラン、特産品の通信販売 

（４）交通弱者のための龍源寺間歩への移動手段の検討 
・R4.4月より GSMを本格運行開始 

（５）銀山街道について 
・サインの更新、被害箇所の復旧、小学校での踏破が年数回実施 
・ガイドの会ツアー 

（６）北の原キャンプ場の有効活用 
・継続中のキャンプ人気に、コロナ禍によるアウトドア人気が重なり、過去最高レベルの利用が
継続し、県内東部、広島県を中心に初心者から上級者まで多くの人が利用 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
世界遺産センターの日本遺産事業ビジターセンター化の推進、また、ごいせ仁摩では市内周遊を

促進する取組み、ロード銀山では高速道路の整備が進む中、利用者確保に向けた取り組みの強化が
必要である。グリーンスローモビリティの交通弱者対策への活用検討が必要である。 
今後必要と 
される取組 

○道の駅、観光案内施設の機能の充実 
○銀山カートの運用について、事業者との連携や支援など 

13 
交通利便性の 
向上 

取組内容 
（１）石見銀山パークアンドライドの見直し 

・現在までパークアンドライドの大きな見直しは行われていない。 
（２）観光を目的としたレンタカーやタクシーの利用に対する助成 

・観光タクシーのルートの作成 
・島根県による、外国人観光客を対象としたレンタカー助成の実施 

（３）石見銀山号 
・輸送人員は令和元年の 26,000人が最も多く、コロナ禍で半減 
・令和 3年は 19,000人と若干の戻りがあるが、そもそもの利用者が少なく維持が厳しい路線 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
大森地区ではパークアンドライドの案内が非常に難しい。行政内での旗振りの主導者を明確にす

る必要がある。石見銀山号については、更なる利用促進が必要 
今後必要と 
される取組 

○石見銀山のパークアンドライドの運用に関する見直し 
○広島県、県東部からの２次交通の充実 

14 景観の保全 

取組内容 
（１）町並みの景観維持 
・重要伝統的建造物群保存地区整備事業により、これまでに約 160件の家屋改修を竣⼯ 
（うち、約 40件は温泉津地区で実施） 

（２）市民ボランティアによる景観保全活動のサポート 
・クリーン銀山、クリーン三瓶の実施 

（３）三瓶山西の原の火入れの実施 
・継続して実施、作業員を除く来客数は、コロナ前約 100人、コロナ後約 50人 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
コロナ禍の影響で市民ボランティア活動が中止となり観光地の景観が悪化した。 
住民に石見銀山遺跡を保全することの意味を知ってもらう意図があるが、多くが企業単位での参

加であり、目的が実現できているといい難い。 
重要伝統的建造物群保存地区については、空き家が増えつつあり、多くは危険家屋化している。 

今後必要と 
される取組 

○継続的にボランティアの活動ができる仕組みづくり 
○地域保全に関する市民意識の向上、地域への愛着の醸成 
○重要伝統的建造物群保存地区の景観保全のため、空家対策が急務 
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Ⅳ.効果的な情報発信 

15 
ターゲットに
あわせた情報
発信 

取組内容 
（１）パンフレットの作成 
・大田市公式ガイドブックの他、各種パンフレットを作成 
・SNSによる情報発信は、ターゲットが定まっていなかったが、来年度から Instagram投稿
は、ターゲット層と同じ 30-40代女性職員が発信を行う予定 

（２）ホームページ、Facebook 
・WEBでは「大田市観光サイト」を運営（英語、ポルトガル語、中国語（繁体字）翻訳済み） 
・SNSは Facebook（日本語）と Instagram（日本語、英語）を運営 

（３）県との連携による大都市圏におけるプロモーション活動 
・東京や大阪などの大都市圏のイベントで旅行商品を紹介（R1） 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
観光情報集約の仕組み、デジタル上での情報の充実が必要である。 
パンフレット等の中には似たようなものが２～３冊あり、見直しなどが必要である。 

今後必要と 
される取組 

○プロモーションターゲットの選定 
○観光情報の集約・発信について方法や内容の整理 

16 

マスコット 
キャラクターや 
観光大使等による 
プロモーション 

取組内容 
（１）マスコットキャラクター らとちゃんの活用 
・市内外のイベント出演、イラスト使用、Twitterでの情報配信で利用 
・コロナ禍によりきぐるみの活用機会は縮小 

（２）観光大使の協力によるプロモーション 
・現在 5名に委嘱し、主に委嘱状の更新、特典付き名刺の配布を実施 
（観光大使について、情報発信力は高いが、肖像権等の権利関係について慎重な取り扱いが必要） 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
らとちゃんについては、地域の子どもたちの愛着を育てる、ハイシーズンに石見銀山等での観光

地 PR、歓迎ムードの創出など、積極的な活用方法の検討が必要である。 
観光大使については、事業効果の分析が必要である 

今後必要と 
される取組 

○効果的な活用手法の検討 

Ⅴ.広域連携とインバウンド観光の推進 

17 
周辺地域との 
連携強化 

取組内容 
（１）（一社）山陰インバウンド機構との連携 
・DMOインバウンドＷＧを中心にコロナ前より連携 
毎年、機構が採択された観光庁事業でインバウンドの研修、体験プランの造成や磨き上げ等
を実施 

（２）中国広域観光連絡協議会、石見観光振興協議会との連携 
・両協議会の会員として所属。情報発信、イベント出展等で連携 

（３）その他 
・広域観光周遊ルート「縁の道～山陰～」、周辺観光地と連携した広域観光ルートについては 
具合的な連携は行っていない。 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
観光協会同士の横連携はあるが自治体との連携はほぼない。 
広域でのポジショニングづくりが必要である。 
松江・出雲部からの誘客のため、積極的な事業連携が必要である。 

今後必要と 
される取組 

○市外との連携、特に出雲市などの東部との連携 
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18 
共通する資源に 
よる連携 

取組内容 
（１）連携の状況等 
・「三瓶山広域ツーリズム振興協議会」で１市２町が連携し、大山隠岐国立公園満喫プロジェク
トのステップアッププログラムに定める事業を実施中 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
世界遺産を有する都市（広島市、廿日市市、萩市）との連携は、素材が似ていてもブランドイメ

ージは異なる。 
今後必要と 
される取組 

○日本遺産認定を受けた関係市町との連携強化・交流促進 

19 
インバウンド 
受け入れ体制 
の整備 

取組内容 
（１）国立公園満喫プロジェクトによる外国人受け入れ環境整備 
・立ち寄り施設におけるWi-Fi整備は整備済み 
・サヒメルでは、表示機能を強化し、英語、中国語（繁体字・簡体字）、韓国語、ポルトガル語等
の多言語に対応 

・案内看板の多言語化は順次整備中 
・多言語表記パンフレットはコロナ禍によるインバウンド需要低下のため配架を制限 

（２）対象国に対する積極的な情報発信 
・DMOで行う SNSや Youtube、JNTOのオウンドメディア配信、島根県 HPや山陰インバウン
ド機構 HPでの体験コンテンツ等の情報を掲載 

（３）その他の取り組み 
・外国人おもてなし研修、民間施設における外国人旅行者の受け入れ環境整備に対する支援につ
いては、現在、島根県による具体的な事業なし。 

前期（2017～2021）で十分に出来なかったこと 
コロナ収束後に向け、広島、ゴールデンルートからの誘客促進、継続的な情報発信や、キャッシ

ュレス化など受入環境整備が必要である 
今後必要と 
される取組 

○ゴールデンルートからの誘客促進 
○継続したインバウンド受け入れ体制の整備 
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3 市内事業者のアフターコロナの動向等 
市内の主な観光関連団体及び事業者にアンケート調査を実施し、コロナ禍による影響やアフター

コロナにおける観光振興に関する状況を整理した。 

・大田全市（大田市観光協会、各エリアの事業者の声） 
(ア) 本市における近年の動向 

 
・コロナ流行前から市の観光入込客数は減少傾向にある 
・コロナ流行前後とも、マイカー、個人旅行、立ち寄り型の来訪が多い 

②今後、注力が必要と感じる観光施策（全市） 

 

・現地での受け入れ環境の整備 

（案内所、売店、駐車場、トイレ等の観光の立ち寄り先、情報拠点などの整備） 

・旅マエ・旅ナカにおける受け入れ環境の整備 

（個人旅行化などにも対応したWeb上における手配や予約機能の充実 等） 

▼各エリアの事業者からの意見（全市） 
・市のイメージアップ（豊かな自然、おいしい食材、国立公園や日本遺産等の魅力の発信等） 
・「コト消費」と「人に会う観光」の推進 

・修学旅行や遠足等による市の観光施設の利用促進 

③今後、注力が必要だと感じるインバウンド対策（全市） 

 

・インバウンド向け観光動態調査の実施 

・SNS、Youtubeを活用した継続的な情報発信 
・県、山陰インバウンド機構と連携した継続的な受け地づくり 

・デジタルによる決済、情報収集、予約等の一括化 

・広島、ゴールデンルートからの誘客（石見銀山号の活用 等） 

 
・大森エリア（事業者の声） 
① 大森エリアにおける近年の動向 

 

・石見銀山では、観光客数、団体客数、インバウンド観光客数のいずれも減少している 
・旅行者の割合は、中国地方、特に県内と広島県が多く、一方で関東・関西圏は減少傾向
にある 

・移動規制の解除により観光客数は戻りつつあるが、完全に戻るまでにはまだ時間が必要
である 

②今後、注力が必要と感じる観光施策（エリア内） 

 

・県内外の小学生を対象とした「石見銀山」への学習旅行の誘致 
・石見銀山周辺の駐車場の整理 （パークアンドライドのシステムの見直し） 
・生活観光コンテンツ作りの推進 （暮らし方や生き方に触れ好きになって帰ってもらう） 
・高齢者にも元気になってもらえる観光施策の推進 （高齢者等を巻き込んだ民泊等） 

③今後、注力が必要だと感じるインバウンド対策（全市・エリア内） 

 
・国内客のみならず、インバウンド層も視野に入れた受け入れ環境の充実化 
（例.施設の多言語化、ツアー等における多言語による解説等の充実、通訳付き宿泊プラン、 

インバウンドモニターツアーの設定、サインの整備 など） 
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・温泉津エリア（事業者の声） 
①温泉津エリアにおける近年の動向 

 

・温泉津温泉街では、他の地域と比べてコロナ禍の大きな影響は感じていない 
概ね、広島、山口、岡山、関東、近畿、大阪、兵庫の順に利用が多く、出雲空港におけ
る FDAの運行再開後は宮城県、兵庫県等からの宿泊もある 

・ドミトリー等の安価な宿も増え、需要が増えた一人旅などにも対応できている 

②今後、注力が必要と感じる観光施策（エリア内） 

 
・温泉津観光案内所（ゆう・ゆう館）における、温泉津の観光機能の一元化 
（福光石切り場のガイドの手配など） 

・観光客に温泉津の街中を歩いてもらうためのフリーの駐車場の整備 

③今後、注力が必要だと感じるインバウンド対策（全市） 

 

・インバウンド観光客は公共交通機関を多く利用するため、タクシーの割引などの、公共
交通機関で訪れた観光客の移動を助ける施策が必要 
（例えば、バスで温泉津駅から三瓶山に行こうとすると乗り換えが必要であり、また、スムーズ
に移動ができたとしても 1時間半程度を要するなど時間的な制約が大きい） 

 
・三瓶エリア（事業者の声） 
①三瓶エリアの近年における動向 

 

・三瓶山（北の原、西の原周辺）では、三瓶自然館サヒメル、温泉、登山等を旅行目的と
する、県内、広島県からの旅行者が大部分を占める 
（新型コロナウイルス感染症流行前と同傾向） 

・エリア内の宿泊施設の利用状況はコロナウイルスの動向と直結しており、移動規制の解
除等により現在は回復傾向にある 

・コロナ流行後、団体客は無くなり、高齢層の夫婦などの個人旅行が増加している 

②今後、注力が必要と感じる観光施策（エリア内） 

 

・アクティビティ等の充実 
・ファミリー層にも楽しくお金を落としてもらえる仕組みづくり 
（家族で三瓶山を楽しんだ思い出づくりなどからの将来的なリピーターの獲得） 
・北三瓶の山村留学と絡めた観光施策の充実 
・受入環境整備の下地づくり 
（地震で半壊した三瓶志学の建物の撤去、三瓶温泉の供給状況の確認 等） 

③今後、注力が必要だと感じるインバウンド対策（エリア内） 

 ・三瓶エリアにおける宿泊施設の充実 
（ドミトリーやゲストハウス等の海外旅行者に使ってもらいやすい宿泊施設の充実） 
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4 県内他市等のアフターコロナの動向等 
県内他市の主な観光関連団体にアンケート調査を実施し、コロナ禍による影響やアフターコロナ

における観光振興に関する状況を整理した。 
・松江市（松江市観光協会） 
①主な誘客ターゲット、コロナ禍による客層の変化 
 ・主なターゲットは首都圏・関西圏（移動規制中は近隣県へとシフト） 
・移動規制中は修学旅行の受け入れが増えていたが、規制解除は減少傾向 

②今後の取り組み方針 
 ・メディアを活用した観光プロモーションの強化・継続による誘客促進 
・新たに需要が見込まれる「暮らすように旅する」モデルコースの企画、情報発信 
・トイレ・休憩所の設置、住民の文化意識の向上 

③今後のインバウンド対策 
 ・海外需要を遅滞なく取り込んでいきたい。重点市場である韓国からの誘客を促進 
・広島方面からのインバウンド誘客の促進のため、広島松江間のワンコインバス事業を実
施予定。今後は中国地区と協力して観光素材で売ることも検討したい 

・出雲市（出雲市観光協会） 
①主な誘客ターゲット、コロナ禍による客層の変化 
 ・主なターゲットは首都圏・中京圏・関西圏などの大都市圏（移動規制中は島根県や鳥取

県など中国地方をメインターゲットとした） 
・コロナ禍により、マイカー利用による顕著な個人旅行化が進展 

②今後の取り組み方針 
 ・一定額以上の観光消費額が見込める 40歳以上の方や、本市での宿泊が込める一人旅者

層を意識した質の高い商品の企画 
・国立公園（島根半島西部地区）をフィールドにした商品の企画 

③今後のインバウンド対策 
 ・多言語ガイドとの連携 
・出雲縁結び空港への国際定期便、クルーズ客船（出雲市での寄港）の誘致 

・石見地方（石見観光振興協議会） 
①主な誘客ターゲット、コロナ禍による客層の変化 
 ・主なターゲットはマイカー手段での来訪者、近隣のファミリー層 
・貸切を好む等の密回避的行動の増加、単身旅行者や少人数での旅行者の増加 
・アウトドア系の需要の増加 

②今後の取り組み方針 
 ・安全・安心等といった旅のニーズの変化への対応 

（この時代に旅をする人は、本当に旅が好きな方だと思われる。サービス面は減らさずに、満足
いただけるようなパーソナルな交流やサービスが必要となる。） 

③今後のインバウンド対策 
 ・電子マネーの普及 
・有料等のモビリティサービスの普及（エリア毎にシャトルバス等の設置も要検討） 
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環境省「平成 30年版地域経済循環分析」より 

図表 大田市の修正特化係数（平成 30 年） 

IV. 観光消費額目標数値の算出 

1 観光消費額目標数値の算出～類似都市との比較による試算 
観光消費額における大田市のポテンシャルを検討するため、大田市と産業構造の類似した市町村

を抽出し、域内総生産とそれに対する観光消費額の割合を比較した。 
 

①抽出条件 
以下の条件で自治体を抽出した。 
① 大田市の「※産業別修正特化係数」の上位３位の産業「非鉄金属」「水産業」「林業」のいずれか

が最も高いこと（1以上であること） 
※産業別修正特化係数…その産業が全国と比較して優位（＝得意）なのかを示す係数。 

1より大きければ全国平均より優位。 
② 比較対照可能な「域内総生産」と「観光消費額」を公表していること（平成 30年） 
③ 大田市より観光消費額が多いこと（目標となる観光消費額のため） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

②抽出結果 
以下 10市町村を抽出した。 
 
抽出自治体 域内総生産

（億） 

人口一人当たり

生産額（千円） 

観光消費額 

（億円） 

観光消費額の

占める割合 

産業別修正特化係数 

都道府県 市町村 非鉄金属 水産業 林業 

島根県 大田市 1,119 3,147 32.1 2.9% 11.37 6.51 6.3 

宮城県 気仙沼市 2,635 4,058 94.0 3.6%  21.15（1） 1.79 

秋田県 男鹿市 754 2,653 84.5 11.2%  5.89（1） 4.15 

秋田県 仙北市 814 3,016 279.6 34.3%   11.58（1） 

栃木県 日光市 2,932 3,501 1,576.5 53.8% 3.86  5.2（1） 

岐阜県 郡上市 1,529 3,583 274.0 17.9%  1.3（11） 8.69（1） 

和歌山県 田辺市 2,401 3,184 243.4 10.1% 2.18（4）  4.80（1) 

広島県 三次市 1,913 3,595 53.2 2.8% 11.57（1）  2.51（4） 

長崎県 平戸市 860 2,677 98.7 11.5%  60.11（1） 18.08（2） 

長崎県 五島市 1,107 2,937 90.0 8.1%  22.24（1） 2.27（7） 

長崎県 新上五島町 579 2,936 41.9 7.2%  79.11（1） 4.75（2） 

 

図表 産業構造等が大田市と類似する自治体

観光消費額は各自治体の公表値、または DMO確立計画より抜粋（平成 30年） 
産業別修正特化係数は、環境省「平成 30年版地域経済循環分析」より抜粋 

域内総生産は各自治体の市町村民経済計算より抜粋（平成 30年） 
人口は住民基本台帳より（平成 30年 1月 1日時点） 
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③分析結果 
大田市における域内総生産（平成 30 年 1,119 億円）に対する観光消費額（平成 30 年 32.1 億円）

の割合は 2.9％だが、この曲線と交わる観光消費額の割合をみると 7.47％となり、域内総生産ベース
の金額に換算すると約 83.6億円（≒1,119円×7.47％）となる。 
このように、産業構造が類似した自治体と比較すると、大田市は観光消費額 83.6億円のポテンシ

ャルを持っている可能性があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図表 目標消費額 

 H30 目標額 

観光消費額 32.1億円 83.6億円 

観光消費額の割合 2.9％ 7.47％ 

 

大田市
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図表 産業構造等が大田市と類似する自治体における域内総生産と観光消費額の割合（2018 年） 
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2 人口減少にともなって必要となる観光消費額 
大田市人口ビジョンを基に、計画期間（令和 4 年～令和 8 年度）の人口減少による域内消費額の

減少分を観光消費額で補っていくものとして目標数値を試算した。 
家計調査によると定住人口一人あたりの年間消費額を 130万円といわれている。 
大田市の人口ビジョンにおける人口推計を基に試算すると、計画期間の人口減少による域内消費

の減少分は年間 4.3 億円と試算される。この減少分について、観光をはじめとする産業振興によっ
て、補うことが必要となる。 

 
※定住人口一人あたりの年間消費額は 130万円（家計調査による）と仮定 

※この試算においては、新型コロナウイルス感染症や西部地震、豪雨災害等の影響を受ける前の H29

（43.1億円）を基準値とし、「令和 4 年に基準値に回復する」という想定で数値設定している。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

基準年は、新型コロナウイルス感染症や島根県西部地震の影響による三瓶エリア大型宿泊施設改
修等の影響を受ける前の平成 30年（2018年）（32.1億円）を基準値とし、「令和 4年（2022年）に
基準値に回復する」という想定で数値設定し、計画期間最終年の４年後に 50億円（※千万円単位繰
り上げ）を目指す。 

 

大田市（人口ビジョン） H27 H28 H29 H30 
（基準年） R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 

人口（人） 
※H27、R1は国勢調査による実績値 
R7は社人研による推計値 

35,166     32,846 32,516 32,185 31,855 31,524 31,194 30,864 

年間人口減少数（人） 
※社人研推計値の 5年区分の人口減少を 
 単年で均等割した数値 

      330.4 330.4 330.4 330.4 330.4 330.4 

人口減少による域内消費額の減少分（億円） 
（130万円/人 × 年間人口減少数） 
（観光消費額の増加で補う額） 

      -4.3 -4.3 -4.3 -4.3 -4.3 -4.3 

観光消費額（億円）【H30基準】 53.0 51.2 43.1 32.1 25.2 22.5 21.5 32.1 36.4 40.7 45.0 49.3 

観光消費額（億円）【H29基準】 53.0 51.2 43.1 32.1 25.2 22.5 21.5 43.1 47.4 51.7 56.0 60.3 

観光消費額（億円）【H27-29基準】 53.0 51.2 43.1 32.1 25.2 22.5 21.5 49.1 53.4 57.7 62.0 66.3 

観光消費額（億円）【R1基準】 53.0 51.2 43.1 32.1 25.2 22.5 21.5 25.2 29.5 33.8 38.1 42.4 
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人口減少による
域内総生産の減少を補う額

年330人減少

＋4.3億円

人口ビジョン
推計値実績値実績値

基準値 ＋4.3億円
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図表 観光消費額の数値目標 

図表 計画期間における観光消費額の数値目標 
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3 コロナ禍の影響と景気回復予測 
新型コロナウイルス感染症の影響による大田市の市内総生産の減少額とその後の回復の見通しに

ついて、予測値を基に試算した。ここでは日本全体の経済予測※に連動して大田市の市内総生産が変
動すると仮定した場合、どの程度の減少が見込まれるか試算した。 
大田市の実質市内総生産額と国内総生産（GDP）を比べると、大田市の全国に占めるシェアは平

成 23年（2011年）～令和元年（2019年）の平均値で 0.021％であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これをふまえると、大田市の市内総生産の毎年の増減額は以下の通りとなる。このうち令和２年

（2020年）に 41.3億円程度の減少が見込まれており、これを新型コロナウイルス感染症による影響
額とみなすこととする。その後、翌年に 25.5億円程度、令和４年（2022年）に 22.8億円程度の回
復が見込まれており、令和５年（2023年）以降には影響額から回復する見通しである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本市の実質総生産（ＧＤＰ）の推移 （ 実績値 ：2011〜2019 ） 
年度 

項目 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

大田市 
実質 GDP 1,172 1,124 1,116 1,107 1,142 1,150 1,147 1,157 1,157 
 前年比 — -48.1 -8.7 -9.0 34. 9 8.5 -3.5 10.3 -0.1 
 

本市の実質総生産（ＧＤＰ）の推移 （ 予測値 ：2020〜2030 ） 
年度 

項目 
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 
大田市 
実質 GDP 1,116 1,141 1,164 1,178 1,188 1,182 1,195 1,205 1,216 1,233 1,224 
 前年比 -41.3 25.5 22.8 14.0 10.6 -5.9 13.0 9.6 10.8 17.0 -8.6 
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図表 大田市の市内総生産額の見通し（島根県デフレータより） 

※三菱 UFJリサーチ＆コンサルティングの予測値、島根県デフレータを基に試算 
日本全体の経済予測に連動して大田市の市内総生産が変動すると仮定 

（単位：億円） 
※島根県デフレータ、三菱 UFJリサーチ＆コンサルティングの予測値を基に試算 
日本全体の経済予測に連動して大田市の市内総生産が変動すると仮定 

図表 大田市の市内総生産額の増減見通し（前年比における増減部分の抽出） 

-48.1

-8.7 -9.0

34.9

8.5

-3.5

10.3

-0.1

-41.3

25.5 22.8
14.0 10.6

-5.9

13.0 9.6 10.8
17.0

-8.6

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

（億円）
実績値

見通し

コロナによる影響から回復

2022年には減少分を取り戻せる見通し 
（25.5+22.8≒48.3） 

2020年の減少額を新型コロナ
ウイルスによる影響額と仮定 





 


 


ファイルはポリシーによりブロックされました。詳細につ


いては、システム管理者にお問い合わせください。 


 


ファイルタイプが不明なファイルとして判定されました。ファイルはポリシーに


よりブロックされました。 


 


Item Hash: 
    c1498e2b0cc9d39b56f401b5cf217f10a2884a06761d706edcfac93920262077 


Item ID: 
    70dad9e7-ed1f-4f35-88c8-b7502034bfed





